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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町
村

遺跡番
号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

だいにそとかんじょ
うどうろかんけいい
せきながおかきょう
あとうきょうだい
きゅうひゃくはち
じゅうよんじ・きゅ
うひゃくはちじゅう
はちじ・いがじいせ
き

京都第二環状道路関
係遺跡　長岡京跡
右京第946・969次・
1006次・鈴谷遺跡

ながおかきょうし
ちょうしにちょう
め、ともおか、お
くかいいんじたか
やま・はらだ・す
ずたに

長岡京市調子二丁
目、友岡、奥海印
寺高山・原田・鈴
谷

26209 107 34°54′32″ 135°41′24″

20080617  
　 ～
20090217、
20090408
　 ～
20091222、
20100823
　 ～
20101110、
20100118
　 ～
20100225、
20100601
　 ～
20101028

6,200 道路建設

ながおかきょうあと
うきょうだいせんさ
んじゅういちじ・か
いでんいせき・かい
でんこふんぐん

長岡京跡右京第1031
次・開田遺跡・開田
古墳群

ながおかきょうし
かいでんにちょう
め

長岡京市開田二丁
目

26209
63 
80
107

34°55′32″ 135°41′20″
20111024

～
20111125

120 道路建設

ながおかきょうあと
うきょうだいせんに
じゅうななじ・まつ
だいせき

長岡京跡右京第1027
次・松田遺跡

おとくにぐんおお
やまざきちょうあ
ざえんみょうじこ
あざまつだ

乙訓郡大山崎町字
円明寺小字松田

26303 18
23 34°54′20″ 135°41′29″

20110801
～

20111006

350
（上場：

600）
道路建設

ながおかきょうあと
さきょうだいごひゃ
くじょんじゅうなな
じ

長岡京跡左京第547次

きょうとしふしみ
くよどおおしもづ
ちょう

京都市伏見区淀大
下津町

26109 34°54′31″ 135°42′33″
20110817

～
20111027

500 下水道

つばいいせきだいご
じ

椿井遺跡第５次

きづがわしやまし
ろちょうつばいま
つお・まつおざき

木津川市山城町椿
井松尾・松尾崎

26214 42 34°45′33″ 135°49′02″
20110711

～
20110819

201 道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 要 約

京都第二環状道路関係遺
跡　長岡京跡右京第946・
969・1006次・鈴谷遺跡

　調子ｂ地区の調査は平成20 ～ 22年度にかけて実施し、縄文時代晩期・弥生時代中期から
近世にいたる遺構・遺物を検出した。調査は微高地とその周辺の低地で行い、微高地上では
縄文時代晩期のピット、弥生時代中期の土坑、平安時代は掘立柱建物跡、土坑、小柱穴、溝、
中世段階の池状遺構、建物跡、井戸、土坑、近世の耕作関連の小溝群や井戸を検出した。そ
れぞれの時期で生活が営まれたことが判明した。微高地下の低地では弥生時代から中世にい
たる流路跡や氾濫原を検出した。また、微高地の西側を巡るように、自然流路を検出した。
この流路は弥生時代～平安時代後期にかけて、流路をわずかに変えながら流れていたもので
ある。この流路がほぼ廃絶して以降に、微高地下の低地が離水したようで、水田・畑作地と
して土地利用されている。13世紀以後、微高地上でも集落関係の遺構は確認できず、調子地
区全域は生産域として土地利用されたと考えられる。なお、調査地は長岡京条坊復原による
と、右京九条三坊二・三町に当たるが、長岡京期の遺構は検出できなかった。弥生時代の遺
構が遺存していることから後世にさほど削平を受けているとは考えにくく、長岡京関連の造
作はこの地に及んでいなかったものと判断される。
　鈴谷遺跡（鈴谷窯跡）の調査では、古墳時代後期のピット、終末期の横穴式石室を検出した。
出土遺物には縄文時代、古墳時代前期～終末期、長岡京期のものがある。近隣には鈴谷窯が
周知されているが、関連する遺構・遺物は確認できなかった。古墳時代前期から中期の遺物
としては、円筒埴輪、朝顔形埴輪、家形埴輪片が出土した。今回の調査で古墳は確認できず、
近隣でも周知の古墳は確認されていないことから、同時期の未知の古墳が埋没しているか、
もしくは後世の土地利用により破壊された可能性が考えられる。古墳時代後期のものとして
はピットを検出し、遺物もこの時期のものが主体をなす。遺構・遺物から類推すると、集落
的な様相を示しているが、住居跡は確認できなかった。古墳時代終末期になると、横穴式石
室が造られ、墓域として利用されている。長岡京期の遺物は、斜面地や斜面下の平坦面で土
馬等が少量出土した。長岡京外の丘陵地として、祭祀行為行う場所となっていたことを示す
資料と考えられる。

長岡京跡右京第1031次・
開田遺跡・開田古墳群

  調査は４地点において実施した。１・２トレンチでは、後世の撹乱や削平を受けており、
近世以降の溝を検出しただけである。３トレンチでは、調査区の北端において東西方向に走
り、東端で南へと屈曲して延びてゆく溝１条を検出した。この溝は、右京第995次調査で検
出した溝ＳＤ301に続いていくものと判断し、一辺14ｍの方墳を新たに１基確認することと
なった。４トレンチでは、この方墳の埋葬施設の確認を目的に調査したが、中世の土坑を１
基と柱穴２基を検出しただけであった。以上のように、調査地は、長岡京右京六条一坊十六
町に当たるが、長岡京期に関連する遺構を検出することはできなかった。今回の調査で検出
した方墳は、開田古墳群東羅支群に属すると考えられるもので、これまでに11基が確認され
ている。今後、開田古墳群の支群を整理する上での貴重な資料が得られた。

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

京都第二環状道路
関係遺跡　長岡
京跡右京第946・
969・1006次・鈴
谷遺跡

集落跡
集落跡

集落跡

都城跡

集落跡

縄文
弥生

古墳

長岡京期～
平安

中世

ピット・土坑・流路

小型横穴式石室・ピット・
土坑

井戸・溝・掘立柱建物跡・
池状遺構

縄文土器・石器
弥生土器・紡錘車・石器・銅鏃

土師器・須恵器・埴輪・製塩土器

土師器・須恵器・土馬・瓦・無釉陶器

土師器・瓦器・瓦質土器・陶磁器・石鍋

長岡京跡右京第
1031次・開田遺跡・
開田古墳群

古墳 古墳 古墳の周溝・土坑 土師器・須恵器
開田古墳
群東羅支
群の１基

長岡京跡右京第
1027次・松田遺跡

集落跡 中世 ピット・溝・集石・流路 土師器・瓦器・瓦質土器・陶磁器・銭貨

長岡京跡左京第
547次

都城跡 長岡京期 顕著な遺構なし 顕著な出土遺物なし

椿井遺跡第５次 集落跡 弥生～中世 顕著な遺構なし 顕著な出土遺物なし



長岡京跡右京第1027次・
松田遺跡

  調査により、右京第997次調査で検出した柵列に連なる柱穴を検出し、その南で東西方向の
素掘り溝を検出した。この溝の方位は右京第997次調査で検出した中世の居館の掘立柱建物
跡や柵列と同じであり、しかも南側に遺構はないことから、居館の南を限る溝と推定される。
これ以外には南北方向の流路跡を検出したに止まり、長岡京に関連した遺構や古墳時代の竪
穴式住居跡などの遺構は確認できなかった。長岡京については京外に位置するためと考えら
れ、古墳時代の集落遺構は小泉川の流路により削平されたためと考えられる。

長岡京跡左京第547次 　今回の調査では顕著な遺構・遺物は確認されなかった。土層の堆積状況からは、淀川に近
接して形成された湿地あるいは荒蕪地であったと考えられ、水田など耕作地として利用され
たが居住地としての利用はなかったと考えられる。

椿井遺跡第５次 　今回の調査では顕著な遺構・遺物は確認されなかった。出土遺物から松尾古墳群を構成す
る古墳が存在していたと推察されるが、竹林として利用された際に削平され消失したと考え
られる。


